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平成２４年度 第 １３ 回 庁 議 要 旨 

                                          日 時：平成２４年１０月１１日（木） 

                            午後３時 

会 場：庁議室 

 

[審議事項] 

１ 市有財産への広告掲載を行うための公有財産規則及び行政財産目的外使用許可基準の 

改正について（総務部管財課） 

厳しい行財政環境の中、多くの自治体が新たな歳入の確保策として、公有財産等への広告掲載に

取り組んでおり、本市においても、市が保有する公有財産への広告掲載を行うため、行政財産目的

外使用許可要件、行政財産目的外使用に係る使用料及び許可の期間等の基準を明確化しようとする

もの。 

（1) 主な内容 

① 石巻市行政財産目的外使用許可等処理基準の目的外使用許可要件に広告媒体として使用さ

せる場合を追加する。 

② 上記処理基準に、広告事業実施要綱に基づき広告媒体として使用させる場合は使用料を免

除する旨規定する。 

③ 石巻市公有財産規則に、市の広告事業の広告媒体として使用させる場合、許可期間を 5 年

以内とする旨規定する。 

 

２ 石巻市夜間急患センター建設検討委員会等の設置について（健康部夜間急患センター） 

東日本大震災により被災した石巻市夜間急患センターは、平成 23年 12 月 1 日から、仮設により

診療を行っているが、震災の影響で市立病院をはじめとする多くの医療機関が休止、廃止となって

おり、石巻赤十字病院に患者が集中していることから、早期に夜間急患センターを再建することを

目的に、基本計画策定の提言を行う検討委員会や、庁内において各種事項を検討する組織を設置し

ようとするもの。 

 

（1) 主な内容 

① 石巻市夜間急患センター建設検討委員会の設置 

・所掌事務 

  再建に関する基本計画の策定等に係る重要な事項を審議し、提言等を行う 

・組織 

 学識経験者、保健医療に携わる者、福祉業務に携わる者、健康に関する各種団体に所属

する者、関係行政機関の職員等 10名以内 

② 石巻市夜間急患センター建設調整会議 

・所掌事務 

 石巻市夜間急患センターの再建に関する必要な事項を、庁内において検討及び調整する。 

・組織（座長１人、副座長１人、委員 8人） 

 財政課長、管財課長、総合政策課長、復興政策課長、福祉総務課長、都市計画課長、河

北総合支所保健福祉課長、病院管理課長 

 

３ 平成 25年度予算編成方針について（総務部財政課） 

財政の健全な運営及び事務事業の計画的・効率的な遂行を行うため、平成 25 年度予算編成にあ

たって、歳入の確保、歳出削減及び震災復興計画への対応等その基本方針を取りまとめ、予算編成

説明会を通して職員へ周知しようとするもの。 

(1) 主な内容 
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①   平成 25年度以降の財政見通し 

・歳入のうち市税については、平成 24年度も収入額は回復せず、平成 25年度以降も当面、

震災以前の水準への回復は期待できない。 

・地方交付税については、震災影響分を一定程度補てんする形で交付が見込まれるが、国

の財政状況も回復の兆しが見えず、震災対応部分を除く地方交付税等の増額は期待できず、

歳入環境は厳しい見通しにならざるを得ない。 

・歳出においては、震災に伴う新たな財政需要が発生しているほか、扶助費においても各

種支援策の終了とともに、生活保護費の加速度的な増加が懸念される。 

・経営基盤に甚大に被害のあった公営企業のうち、特に新病院建設を控える病院事業会計

に対しては、開設までの間に健全化に向けた財政支援を行う必要があることから、歳出総

額は当面増大した中で推移する見通しである。 

・総合計画や震災復興基本計画の実施計画に対応するための政策的一般財源を計上した財

政収支見通しでは、平成 25 年度から平成 27 年度までの 3 か年で多額の財源不足が見込ま

れることから、徹底した歳入確保策及び歳出削減策に取り組む必要がある。 

②  予算編成の方針 

ア 基本方針 

・震災復興基本計画に掲げる「復旧期」から「再生期」への円滑な移行のため、平成 25

年度を再生期に向けた復興の加速化を図る年度とし、震災復興基本計画に基づく事業を最

優先に実施することとし、徹底した復興事業への「重点化」を継続する。 

・総合計画に基づく事業については、実施計画を策定する中で厳選して取り組む。 

・市税収入の減収に対応した歳入の確保と併せ、経常的経費を中心にもう一段の削減に取

り組む。 

・新規事業の要求については、震災復興基本計画や総合計画に基づくものを除き、原則認

めない。 

・以上「いしのまき復興加速予算」を編成する。 

イ 震災復興基本計画の確実な実行 

・最優先に取り組む施策として位置づけ、財源を重点的に配分し、確実な実行を図る。 

・財源については国県支出金のほか、震災復興交付金等を最大限活用することを基本とし、

さらに民間等の支援や助成による資金の導入についても積極的に検討するほか、必要に応

じて国県に対し、財政支援の新設や拡充などの要望を行う。 

ウ 財源不足への対応と財政規律の保持 

・財源捻出対策を継続実施することとし、歳入では過疎債ソフト分の活用枠の拡大や退職

手当債発行の検討、歳出では、義務的経費を除く経常的経費を対前年度当初予算比で 5％

（一般財源ベース）削減し、なお不足する分は、現在基金及び財政調整基金の繰入で対応

する。 

・震災関連事業を推進する中でも財政規律を保持するため、震災復興基本計画以外の普通

建設事業については、予算額の抑制及び市債発行の縮減、さらには震災関連事業に係るマ

ンパワー確保の観点から、継続中の国県補助事業を除き、原則実施しない。 

エ 新病院建設に向けた準備 

・従来から抱える債務の解消や新病院開設後の健全化を図るため、運営資金の一定額の確

保など対策が必要になることから、再建に向けた近い将来の備えを本予算から実施する。 

オ 新規事業の経常保留 

・平成 25 年 4 月の市長改選期により、新規の政策的経費のうち継続費等を設定している

事業及び事業進捗の減速が許されない復興事業を除き、当初予算での計上を留保する。 

・留保した事業については、改選後 6月補正時に予算化について再検討する。 
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[報告事項] 

 

１ 石巻市窓口表示機及び広告付市政情報モニターの設置について（生活環境部市民課） 

    － 継続 － 

 

２ 国指定名勝齋藤氏庭園保存整備計画策定委員会の設置について（教育委員会生涯学習課） 

   震災により庭園内の建物等の多くが被災し、全て保存修復を必要とするが、その保存修復を行う

に当たり、その現状把握と国指定名勝にふさわしい整備を行うための整備計画を策定するため、専

門家による整備計画策定委員会を設置することとした。 

 (1) 主な内容 

① 名称 国指定名勝齋藤氏庭園保存整備計画策定委員会 

② 所掌事務 

・保存整備計画策定に当たり、関係する分野の専門的な意見を反映させ、国指定名勝にふ

さわしい保存整備計画策定に関する事項を審議・検討し、その結果を教育長に提言する。 

③ 構成：委員 5人以内で、以下の者のうちから教育長が委嘱する。 

・日本庭園に関して専門的知識を有する研究者 

・古建築の修復等に関して専門的知識を有する研究者 

・環境、景観に関して専門的知識を有する研究者 

・石巻地域の近世、近代の歴史に関して専門的識を有する研究者 

・石巻市文化財保護委員 

 

３ 特別徴収義務者一斉指定の実施について（生活環境部市民税課） 

   給与所得に係る個人住民税については、地方税法及び各市町村条例により、原則として所得税の

源泉徴収義務者である事業主が特別徴収により各市町村に納入することが義務付けられているが、

本市においては、実施していない事業所が全体の約 6割を占めている。 

個人住民税の滞納縮減を図るには特別徴収の推進が有効であるが、1 事業主が複数の市町村の特

別徴収義務者になりえることからその実施には広域的な取り組みが必要であり、そのため、宮城県

内の市町村が足並みをそろえて特別徴収義務者の一斉指定を実施することとなった。 

 (1) 主な内容 

① 特別徴収義務者一斉指定の実施 

・平成 25年度に実施 

② 対象とする事業所 

・従業員規模 3人以上の事業主を対象とする 

② 周知方法等 

・市報及びホームページへの掲載 

・予定事業主への予告文書の発送等 

・年末調整説明会においての周知 

 

 

[その他] 

 

１ 石巻市と東松島市の災害廃棄物処理単価について（生活環境部） 

   災害廃棄物の処理について、市町村ごとの処理単価に大きな差があるとの報道に対し、環境省の

考え方が示されたことから、生活環境部長から報告があった。 

 

２ 第 21 回かなんまつりの開催について（河南総合支所） 

   第 21 回かなんまつりについて、下記日程のとおり開催することとなった旨、河南総合支所長か
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ら報告があった。 

 (1) 開催日時  平成 24 年 11 月 3 日（土）午前 9時 20分～午後 3時 

(2) 会  場  遊楽館 

(3) 主な内容 

  ・大泉逸郎歌とトークショー 

  ・民俗芸能発表 

  ・河南食材料理の試食コーナー 

  ・生産者直売市 ほか 

 

３ かほく産業まつりの開催について（河北総合支所） 

   かほく産業まつりの開催について、下記日程のとおり開催することとなった旨、河北総合支所長

から報告があった。 

 (1) 開催日時  平成 24 年 10 月 28 日（日）午前 9時 30分～午後 3時 

(2) 会  場  メディアシップ 

(3) 主な内容 

  ・大ビンゴ大会 

  ・河北警察署コンサート 

  ・かほくご当地グルメ・食べくらべ 

  ・鮭のつかみどり大会 ほか 

 

 

以上 


